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4 調査と研究 第11号 (1996.10)
や学習の理論を確立した故ケネス ･ボールデイ
ングと,ハ-ヴァ-ト大学教授,アマルチア･
センを追加したい (2人の学説は,池上惇 『情
報社会の文化経済学』丸善ライブラリー,1996
年参照)0
戦前から,ラスキンやモリスの思想は,日本
の思想家によって受け止められた｡宮沢賢治,
厨川白村,河上肇 (『貧乏物語』はラスキンの
思想に学んで執筆された),浦口文治,御木本
隆三,本間久雄,賀川豊彦 (戦前のラスキンの
翻訳は同氏の解題によるものが多い｡),大熊信
行,小野二郎 (『ウイリアム･モリスーラディ
カル･デザインの思想』中公文庫,1992年),
ら,である｡ 戦後は,1950年代に木村正身がラ
スキンを取り上げたのを晴夫として,倉林義正
によるボーモルの研究が進み,1970年前後には,
梅樟忠夫が,日本人の消費や遊びの習慣の確立
が経済発展に及ぼす積極的な影響を高く評価す
る視点を確立した｡現在,都留重人が,イギリ
スのヴィクトリア期における経済学の歴史的意
義を再評価する研究を進めている｡1990年代に
は,日本の文化経済学会も設立され,すでに3
回の研究大会を持った｡国際学会や,国内の研
究大会で採り上げられているテーマを挙げてみ
ると,例えば,今年のボストンの大会では,芸
術文化に対する需要の増大傾向の分析,芸術文
化に関る組織や経営の技術や効率の問題,芸術
文化の市場の動向,文化政策の国際比較研究,
芸術文化とフイランソロフィー,生産活動に対
する文化のインパクト,著作権問題の経済分析,
文化的な財の性格と価格の研究,メディアと
フイルムの芸術文化産業-の影響,芸術の経済
史,芸術家の労働市場,アート･マネージメン
トの基本問題,芸術文化への公的支援政策の現
状と課題,芸術文化活動へのアクセスと参加,
文化経済学の理論的な研究課題,などである｡
こうしてみると,産業活動における芸術文化活
動の特徴や機能の研究を中心に,芸術文化イン
フラストラクチャーの経済や経営の研究が,各
分野から取り組まれていることが分かる｡ 日本
における研究も,より広い範囲におよび,国際
比戟や,日本の経済発展や,地域社会との関連
を問うものが,多く見られる｡ 今後の一層の研
究の進展が期待されるゆえんである｡
